
ここで学ぶこと

Section

Sub 列の削除()
    Columns("B:C").Delete
End Sub

Sub 行の挿入()
    Rows("4:5").Insert CopyOrigin:=xlFormatFromRightOrBelow
End Sub

練習▶33_説明会予定表

1 行や列を削除する

2 行や列を挿入する

•Deleteメソッド
•Insertメソッド
•�Hidden�
プロパティ

行や列を削除／挿入するには、RangeオブジェクトのDeleteメソッドや Insertメ
ソッドを利用します。行や列を挿入するときは、挿入した行や列の書式を指定でき
ます。行や列の表示／非表示は、Hiddenプロパティで指定できます。

33 行や列を削除／挿入しよう

行や列を削除する

解説

B列～C列を削除します。Rangeオブジ
ェクトのDeleteメソッドを利用します。 実行例

B列からC列までを、1

削除します。2

実行例

4行目～5行目に、1

行が追加されました。2

行や列を挿入する

解説

ここでは、RangeオブジェクトのInsert
メソッドを使い、4行目～5行目に行を
挿入します。また、行を挿入後、下の行
と同じ書式を適用します。Excelの操作
で行や列を挿入すると、どちら側の行
（列）の書式を適用するか指定できます。
VBAでは、Insertメソッドの引数でそれ
らを指定できます。

行や列を挿入する
（Excelの操作）

ヒント

Excelの操作で行や列を挿入すると、表
示されるボタンをクリックしてどちら側
の行（列）の書式を適用するか指定できま
す。VBAでは、Insertメソッドの引数で
それらを指定できます。

離れた行や列を指定する

ヒント

「3�行目から5�行目と、8�行目から9�行目」
のような範囲は、Rangeプロパティを利
用してRangeオブジェクトを参照しま
す。

Range("3:5,8:9")
Range("B:C,F:H")

xlFormatFromLeftOrAbove

xlFormatFromRightOrBelow

CopyOrigin

4行目～5行目まで行を挿入します。その際、下の行の書式をコピーします。

B列～C列までを削
除します。

Deleteメソッド書式

オブジェクト.Delete([Shift])

解　説 	行や列を削除するには、Deleteメソッドを使用します。

オブジェクト 	Rangeオブジェクトを指定します。

引　数 	

Shift 削除後にセルをずらす方向を指定します。Rangeオブジェクトに行全体を指定した場合は上方向にずれます。列
全体を指定した場合は左方向にずれます。セルを削除する場合については、123ページを参照してください。

Insertメソッド書式

オブジェクト.Insert([Shift],[CopyOrigin])

解　説 	行や列を挿入するには、Insertメソッドを使用します。
引数で、挿入後に行や列をシフトする方向や、書式のコ
ピー元を指定します。

オブジェクト 	Rangeオブジェクトを指定します。

引　数 	

Shift 挿入後にセルをずらす方向を指定します。Rangeオブ
ジェクトに行全体を指定した場合は下方向にずれ、列全
体を指定した場合は右方向にずれます。なお、セルを挿
入する場合については、121ページを参照してください。

CopyOrigin 挿入した行や列の書式をどちら側からコピーするか方向
を指定します。

設定値 内容

xlFormatFrom�
LeftOrAbove

上の行、または左の列から書式を
コピーする

xlFormatFrom�
RightOrBelow

下の行、または右の列から書式を
コピーする
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本書の使い方
● 手順の通りにコードを入力すれば、便利なマクロが完成！
● もっと詳しく知りたい人は、左側の「補足説明」を読んで納得！
● これだけは覚えておきたい重要な機能を厳選して紹介！

やわらかい上質な紙を
使っているので、

 開いたら閉じにくい！

操作の補足的な内容を「側注」にまとめているので、
よくわからないときに活用すると、疑問が解決！

 ● 補足説明（側注）

ショートカットキー 注意 時短補足

解説 重要用語ヒント 応用技

特長 2

大きな操作画面で
該当箇所を囲んでいるので

よくわかる！

特長 3

どのように記述すれば良い
かを示します。[ ]で囲ま
れた引数は省略可能です。

どのような機能なのか、ど
う使うのかを簡潔に解説し
ています。

指定すべきオブジェクトを
示します。

指定可能な引数について
解説しています。

機能ごとに
まとまっているので、
「やりたいこと」が

すぐに見つかる！

特長 1

作成するマクロのコードで
す。色が付いている箇所
は、このセクションで解説
した機能を使っていること
を示しています。また、必
要に応じて、具体的な処
理内容について解説してい
ます。

マクロの実行例です。多く
のセクションでは、マクロ
の実行前と実行後の両方
の画面を掲載していますの
で、結果が一目瞭然です。

このセクションで学習する
プロパティ、メソッド、関
数、文法規則などの書式
です。
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この章で学ぶこと

3min3min

指示書を実行すると…

自動的に出来上がり！

カップラーメンの
作り方指示書

1. お湯を沸かす
2. 蓋をめくる
3. お湯をカップに入れる
4. 3分待つ

終わり

「マクロの記録」は操作をVBAに変換している

変 換

VBAで書かれた指示書！

〇〇マクロ

1.
2.
3.
4.
終わり

なが～い操作を…

操作1
操作2 操作3

操作4

★イラスト2（P.38）

●イラスト1（P.18）

マクロの記録を開始 マクロの記録を終了

1.○○する
2.●●する
3.△△する

操作した
内容がマクロに

なる

マクロにしたい操作をExcelで行う

マクロとは、操作を自動化するために作成する指示書のようなものです。Excelで作業をす
るには、キーボードやマウスを使ってExcelに命令をします。しかし、あらかじめ「操作の
指示書」を書いておけば、その指示書に基づいて操作を自動化できます。この章では、かん
たんなマクロを作成し、マクロが入っているブックを扱うときの基本操作を紹介します。

マクロって何？

マクロを作成／実行する

マクロの基本 ●マクロの作成

マクロを作成する方法は主に2つあります。1つ目は、Excelの操作を記録して、その内容
を自動的にプログラムに変換する方法です。この場合、プログラムを書かずにマクロを作れ
ます。記録された内容は、あとで修正することもできます。2つ目は、白紙の状態からプロ
グラムを書いてマクロを作成する方法です。この章では、前者の方法を紹介します。

●マクロの実行

マクロを実行するには、マクロの一覧画面から実行するマクロを選択する方法、ワークシー
トにマクロ実行用ボタンを配置する方法、マクロにショートカットキーを割り当てて実行す
る方法などがあります。

マクロの一覧からマクロを実行できます。

マクロ実行用ボタンからマクロを実行できます。

マクロにショートカットキーを割り当てることができます。

マクロは全自動操作の「指示書」

マ
ク
ロ
の
基
本
を
身
に
付
け
よ
う
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ここで学ぶこと

Section

練習▶ファイルなし

2 マクロを含むブックのアイコン

保存先を指定し、6 ファイル名を入力して、7

［Excelマクロ有効ブック］が指定
されていることを確認し、

8 ［保存］をクリックし
ます。

9

保存時にメッセージが 
表示されたら

補足

マクロを含むブックを通常のブックとし
て保存しようとしたり、通常のブックと
して保存してあるブックにマクロを作成
して上書き保存しようとしたりすると、
次のメッセージが表示されます。マクロ
有効ブックとして保存する場合は、［戻
る］をクリックして保存しなおします。

保存したブックを確認してみましょう。
マクロを含む「マクロ有効ブック」と、マ
クロを含まない「Excelブック」は、ファ
イルのアイコンの形が異なります。アイ
コンの違いでマクロが含まれているかど
うかがわかります。

マクロを含むブックを保存する

解説 マクロ有効ブック Excelブック

拡張子：「.xlsx」と「.xlsm」

重要用語

拡張子とは、ファイル名のあとに「.（ピリ
オド）」で区切って付けられた文字列のこ
とで、ファイルの種類を表します。普通
のExcelブックの拡張子は「.xlsx」です。
一方、マクロを含むブックの拡張子は
「.xlsm」です。なお、既定では、拡張子は
表示されません。Windows 11で拡張子
を表示するには、「エクスプローラー」ア
プリで［表示］→［表示］→［ファイル名拡
張子］の順にクリックしてオンにします。

1 マクロを含むブックを保存する

•�Excelマクロ有効
ブック

•拡張子（.xlsm）
•マクロの保存

マクロを含むブックは、通常のExcelブックとは異なる「マクロ有効ブック」とい
う形式で保存する必要があります。「マクロ有効ブック」は、アイコンの形も異な
ります。マクロを含んだブックを保存する方法を知っておきましょう。

04 マクロを含むブックを 
保存しよう

マクロを含むブックを保存するには、フ
ァイルの形式を「Excelマクロ有効ブッ
ク」として保存します。通常のExcelブッ
クとして保存すると、マクロは削除され
てしまうので注意します。ここで保存し
たブックは、次の章でマクロの中身を確
認したりマクロを修正したりする操作で
使用します。

マクロを保存する

解説 ［ファイル］タブをクリックし、1

［エクスポート］を
クリックし、

2 ［ファイルの種類の変更］を
クリックします。

3

［マクロ有効ブック］を
クリックします。

4 ［名前を付けて保存］を
クリックします。

5

保存したマクロを実行する

補足

ここで保存したマクロは、34ページで実
行して結果を確認します。
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ここで学ぶこと

Section

練習▶08_予定管理表

1 VBE を直接起動／終了する

マクロを作成／編集するためのツール、VBEを起動してみましょう。ここでは、
VBEの画面各部の名称や役割、ウィンドウの表示方法を変更する方法を解説しま
す。Excelの画面とVBEの画面の切り替え方法も確認しておきましょう。

•VBE
•�プロジェクトエク

スプローラー
•コードウィンドウ

マクロを開く準備をしよう08
2 VBE の画面構成

VBEが起動します。3

［Visual Basic］をクリックします。2

［Microsoft Excel］をクリックすると、Excel画面に戻ります。4

［開発］タブをクリックします。1

VBAとVBE

重要用語

マクロの内容は、VBA（Visual Basic for 
Applications）というプログラミング言
語で書きます。マクロを作ったり、編集
したりするときは、VBE（Visual Basic 
Editor）というツールを使います。VBE
は、Excelに付属しています。

VBEが起動しているとき
マクロを含むブックを開くと…

補足

VBEを起動しているときに、マクロを含
んだブックを開くと、次のようなメッセ
ージが表示されます。マクロを有効にす
るには、［マクロを有効にする］をクリッ
クします。

「VBAProject(PERSONAL.
XLSB)」が表示されているときは？

ヒント

「VBAProject（PERSONAL.XLSB）」は、
個人用マクロブックです（25ページ参
照）。個人用マクロブックに保存したマク
ロの内容は、「VBAProject（PERSONAL.
XLSB）」に保存されています。個人用マ
クロブックが開いているときは、プロジ
ェクトエクスプローラーに「VBAProject

（PERSONAL.XLSB）」が表示されます。

記録したマクロはどこに
書かれるの？

ヒント

マクロを記録すると、通常、標準モジュ
ールの「Module1」にその内容が書かれ
ます。ただし、一度ブックを閉じてから、
再度ブックを開いて新たなマクロを記録
した場合は、「Module2」などの新しい標
準モジュールが追加され、その中にマク
ロが書かれます。

キー操作で素早く起動する

時短

マクロの編集時には、Excelの画面と
VBEの画面を頻繁に切り替えながら使
用します。互いの画面に素早く切り替え
られるショートカットキーを知っている
と便利です。互いの画面の切り替えは、
Alt＋F11を押します。

VBEは、次のような画面で構成されます。Excelが起動している状態
で、VBEに切り替えるには、Alt＋F11を押します。

プロパティウィンドウ

プロジェクトエクスプローラー コードウィンドウ

名称 概要

プロジェクト 
エクスプローラー

1つのブックには、通常、マクロを記述するためのシ
ートが複数含まれます。VBAでは、1つのブックに
ある複数のシートをまとめてプロジェクトという単位
で管理しています。プロジェクトエクスプローラーに
は、開いているブックと、その中に含まれるシートの
一覧が表示されます。なお、シートには、いくつか
の種類があります。

プロパティ 
ウィンドウ

プロジェクトエクスプローラーで選択している項目
の詳細が表示されます。なお、プロパティウィンドウ
は、フォームを作るときに頻繁に利用します。第12
章で紹介します。

コードウィンドウ

マクロは、文字で記述しますが、その文字をコードと
も言います。コードウィンドウは、マクロを書くとこ
ろです。なお、マクロを記録すると、通常、「標準モ
ジ ュ ー ル 」の「Module1」に マ クロ が 書 か れ ま す。

「Module1」のコードウィンドウを表示するには、プ
ロジェクトエクスプローラーから「Module1」をダブ
ルクリックします。
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ここで学ぶこと

Section

練習▶15_Book1

2 内容を入力する

1 マクロの名前を入力する

•マクロ名
•コード
•入力支援機能

VBAでマクロの内容を入力します。ここでは、セルに文字を入力したり、セルを
選択したり、メッセージを表示したりする内容を書きます。文字の入力中は、入力
を支援する機能が働きます。それらを利用してマクロを完成させます。

15 プログラムを 
入力してみよう

最初にマクロの名前を入力する

解説

ここでは、「練習」という名前のマクロを
作成します。日本語入力モードをオフに
して、まずは、「Sub」と入力し、そのあ
とにスペースを入れて、マクロ名を入力
します、マクロ名のあとの「()」は自動的
に入力されます。

VBEの画面で、標準モジュールの［Module1］のコードウィンド
ウを表示しておきます（40、41ページ参照）。

1

「sub練習」と入力し、Enterを押すと、2

マクロ名のあとに「()」が自動的に入ります。また、マクロの終わ
りを表す「End Sub」が入力されます。

3

Subプロシージャ

重要用語

マクロには、いくつかの種類があります
が、指定した操作を実行する基本的なマ
クロは「Subプロシージャ」と言います。
Subからはじまり、End Subで終わりま
す。記録マクロを作成した場合は、Sub
プロシージャが追加されます。

マクロの内容を入力する

解説

ここでは、A3セルに「おはよう」の文字
を入力する内容を書きます。マクロは文
字で書きます。ワープロソフトで文書を
編集するのと同じような感覚で、文字を
コピーしたり移動したりしながら書くこ
とができます。マクロの文字をコードと
も言います。コードをコードウィンドウ
に書いてマクロを作ります。

Tabを押して字下げして、1 「range("A3")」と入力し、
「.」を入力すると、

2

うしろに続く候補がリストに表示されます。3

入力する項目の先頭文字を入力します。ここでは、
Valueプロパティを入力するため、「v」と入力します。

4

↓を押して、「Value」の項目を選択して
Tabを押すと、「Value」と入力されます。

5

「="おはよう"」と入力します。6

Enterを押して改行します。7

大文字と小文字

補足

マクロで使用するSubやEnd Subなどの
キーワードを入力するとき、アルファベ
ットの大文字と小文字を使い分けて入力
する必要はありません。すべて小文字で
入力しても、正しく入力されていると自
動的に変換されます。また、VBAで特別
な意味を持つキーワードは、自動的に青
く表示されます。

文字列

重要用語

VBAでは、計算に使う数字以外の文字の
データを「文字列」と呼びます。文字列を
VBAのプログラム（コード）の中に書く
ときは、文字列の前後を"（ダブルクォー
テーション）で囲って書きます。

"おはよう"

"Excel 2024"
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ここで学ぶこと

Section

Sub 変数練習1()
    Dim 文字 As String
    文字 = "練習"
    Range("A3").Value = 文字
    MsgBox 文字
End Sub

21 変数を使おう
82～85ページで学んだ変数を実際に使ってみましょう。ここでは、文字のデータ
を入れる変数を用意して、その変数に文字を入力したりします。変数を使う宣言を
する方法や、変数に値を代入する方法は、85ページで紹介しています。

•変数
•データ型
•代入

1 変数を使う

2 マクロを実行する

変数を使う

解説

ここでは、文字列型（String型）の変数を
利用する宣言をします。文字列型とは、
文字を入れるときに使うデータ型です

（84ページ）。変数の中に、文字の情報を
格納して利用します。

本書での変数名の付け方

補足

変数名は、アルファベットだけでなく、
ひらがなや漢字などの日本語で記述する
こともできます。一般的には、アルファ
ベットを使うことが多いですが、VBAの
記述に慣れないうちは、変数名をアルフ
ァベットで書くと、オブジェクトやプロ
パティ、メソッドに紛れてしまって、ど
れが変数なのか混乱してしまうこともあ
ります。そのため、本書では、変数をあ
えて日本語で書いています。

マクロを実行する

解説

作成したマクロを実行します。変数に格
納した文字をA3セルに入力したり、メ
ッセージ画面に表示したりします。

変数に名前を付けるときの 
ルール

注意

変数名を付けるときは、次のルールに従
います。
⿠�変数名は、英数字／漢字／ひらがな／

カタカナの文字と「_（アンダースコ
ア）」を使って指定する（スペースや記
号は使えない）

⿠�変数名の先頭の文字は、英字／漢字／
ひらがな／カタカナのいずれかにする

（先頭に数字は使えない）
⿠�変数名の長さは、半角255文字以内に

する
⿠�変数名は、「Sub」や「End」など、すで

にVBAで定義されているキーワード
と同じ名前を付けることはできない

60ページの方法でマクロを作成します。1

String型の変数（文字）を宣言します。2

変数（文字）に、「練習」の文字を
格納します。

3 A3セルに、変数（文字）
の内容を入力します。

4

�メッ セ ー ジ
に、変数（文
字）の内容を
表示します。

5

63ページの方法でマクロを実行します。1

A3セルに変数（文字）の内
容を入力し、

3変数（文字）に「練習」の文字
を格納し、

2

変数（文字）の内容が表示されます。［OK］をクリックします。4

応用技 文字の色やサイズを変更する

DimやSetなどのVBAのキーワードは、コード中で濃い青
色で表示されます。文字の大きさや、キーワードの文字の
色などは、［ツール］メニューの［オプション］をクリックす
ると表示される「オプション」画面の［エディターの設定］タ
ブで指定できます。文字が見づらい場合などは設定を変更
して使いましょう。

キーワードの文字の色な
どを変更するには、ここ
をクリックして「前景」の
色を指定します。

コードの文字の大きさなどを指定するには、ここを
クリックして、「サイズ」などを指定します。

練習▶21_変数練習
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ここで学ぶこと

Section

Sub セルの参照1()
    Range("C1").Value = "練習"
    Range("A2:B3").Value = 100
End Sub

Sub セルの参照2()
    Cells(2, 3).Value = "おはよう"
End Sub

練習▶24_セルの参照

Rangeオブジェクトの記述例

1 セル番地を指定してセルを参照する

•Rangeオブジェクト
•Rangeプロパティ
•Cellsプロパティ

VBAでセルやセル範囲を扱うときは、Range オブジェクトを利用します。Range
オブジェクトを取得するには、いくつかの方法があります。ここでは、セル番地や
行／列の番号を使ってセルを参照し、指定する方法を紹介します。

セルを参照しよう24

セルを参照する

解説

セル番地を使ってセルを参照し、セルに
データを入力します。Excelでは、セル
に文字を入力したり書式を設定したりす
るときに、目的のセルを選択してから操
作します。VBAでは、Rangeプロパティ
やCellsプロパティを利用してRangeオ
ブジェクトを参照し、その場所を指定し
ます。

指定したセルに、1 データを入力します。2

実行例

Rangeプロパティ書式

オブジェクト.Range(Cell) 
オブジェクト.Range(Cell1,[Cell2])

解　説 	Rangeプロパティを利用して、Rangeオブジェクトを取
得します。Cell1には、セル番地やセル範囲を指定します。
また、セルの範囲を指定するときは、「:」を使います。複
数のセルを指定するには「,」を使います。

オブジェクト 	Applicationオブジェクト、Worksheetオブジェクト、
Rangeオブジェクトを指定します。オブジェクトを指定し
ない場合は、アクティブシートとみなされます。

Rangeオブジェクト

重要用語

Rangeオブジェクトは、セルを表すもの
です。セルやセル範囲を操作するときは、
Rangeオブジェクトを取得して操作し
ます。RangeオブジェクトのValueプロ
パティを使うと、セルの値を取得したり
値を設定できます。

例 内容

Range("A1") A1セル

Range("A1,B5") A1セルとB5セル

Range("A1:D5") A1セル～D5セル

Range("A1:D5,F2:G7") A1セル～D5セル、F2セル～G7セル

Range("項目名") 名前をつけたセルやセル範囲
※例は、「項目名」という名前を参照。

Range("A1","B5") A1セル～B5セル

Range(Cells(3, 1), Cells(5, 6)) A3セル～F5セル

Cellsプロパティの記述例

2 行番号と列番号を指定してセルを参照する

Cellsプロパティの
便利なところ

解説

Cellsプロパティを利用すると、行番号や
列番号でセルの位置を指定できます。
Excelの操作では、ワークシートのセル
番地を見ながら操作しますので、VBAで
もRangeプロパティでセル番地を記述
するほうがわかりやすいかもしれませ
ん。しかし、Cellsプロパティでは、行や
列の位置を示す番号に数値を足したり引
いたりしながら、より柔軟にセルの位置
を指定できます。セルの位置をずらしな
がら連続データを入力する場合などは、
Cellsプロパティを使うと便利です。

データを入力します。2

Cellsプロパティ書式

オブジェクト.Cells

解　説 	Rangeオブジェクトを取得します。Cellsのあとに行番号
と列番号を指定してセルの場所を指定します。

オブジェクト 	Applicationオブジェクト、Worksheetオブジェクト、
Rangeオブジェクトを指定します。

例 内容

Cells(2,4) D2セル（2行目、4列目を指定）

Cells(2,"D") D2セル（2行目、D列を指定）

Cells すべてのセル

上から2行目、左から3
列目のセルに、

1

実行例

C2セル（2行目3列目）のセルに「おはよう」と入力します。
C1セルに「練習」の文字を入力し、

A2セル～B3セルに「100」と入力します。

アクティブセルを参照する

ヒント

ActiveCellプロパティを利用すると、ア
クティブセル（入力や操作対象のセル）の
Rangeオブジェクトを取得できます。

オブジェクト.ActiveCell
オブジェクト 	Applicationオブジェク
ト、Windowオブジェクトを指定しま
す。

現在選択中のセルを参照する

ヒント

Selectionプロパティを利用すると、現
在選択しているオブジェクトを取得でき
ます。セル範囲を選択している場合は、
選択中のセル範囲のRangeオブジェク
トを取得できます。
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ここで学ぶこと

Section

Sub 列幅の指定()
    Columns("C:D").ColumnWidth = 15
End Sub

Sub 行の高さの指定()
    Rows("3:10").RowHeight = 30
End Sub

2 列の幅を変更する

C列～D列までの列の幅を、1

「15」にします。2

列の幅を指定する

解説

ここでは、C列～D列の幅を「15」に変更
します。RangeオブジェクトのColumn 
Widthプロパティで指定します。

指定したセルを含む行や 
列の高さを変える

ヒント

Rangeオブジェクトで特定のセルを指
定すると、そのセルを含む行や列のサイ
ズを取得／指定できます。たとえば、

「Range("A10").RowHeight = 20」とす
ると、10 行目の行の高さが変わります。

列の幅を標準の幅にする

応用技

列幅を標準の幅にするには、列の標準の
幅 を 示 すRangeオ ブ ジ ェ ク ト のUse 
StandardWidthプロパティを利用しま
す。たとえば、C 列からD列を標準の幅
に 戻 す に は、「Columns("C:D").Use 
StandardWidth = True」のように書き
ます。

C列～D列の幅を「15」にします。

実行例

オブジェクト.ColumnWidth

解　説 	列の幅を指定するには、ColumnWidthプロパティを利
用します。列の幅は、文字の標準の大きさを基準に何
文字分の幅にするかを数で指定します。

オブジェクト 	Rangeオブジェクトを指定します。

ColumnWidthプロパティ書式

Excelで行の高さや列の幅を調整するには、マウスでドラッグして調整する、数値
で指定する、ダブルクリック操作で自動調整するといった方法があります。VBA
でも、数値で指定したり、文字列に合わせて自動調整したりできます。

•‌RowHeightプロパティ
•�ColumnWidth 

プロパティ
•AutoFitメソッド

行の高さと列幅を 
変更しよう34

1 行の高さを変更する

3行目～10行目までの
行の高さを、

1 「30」ポイントにします。2

行の高さを指定する

解説

ここでは、3行目から10行目の行の高さ
を30ポイントにしています。Rangeオ
ブジェクトのRowHeightプロパティで
指定します。

行の高さを標準の幅にする

応用技

行を標準の高さにするには、行の標準の
高 さ を 示 すRangeオ ブ ジ ェ ク ト の
UseStandardHeightプロパティを利用
します。たとえば、3行目から10行目の
行 の 高 さ を 標 準 に 戻 す に は、「Rows 
("3:10").UseStandardHeight = True」
のように書きます。

オブジェクト.RowHeight

解　説 	行の高さを数値で指定するには、Rangeオブジェクトの
RowHeightプロパティを使用します。高さは、ポイント
単位で指定します。

オブジェクト 	Rangeオブジェクトを指定します。

RowHeightプロパティ書式

3行目〜10行目までの行の高さを、30ポイントにします。

実行例

練習▶34_冷凍食品商品リスト
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ここで学ぶこと

Section

Sub シートの選択()
    Worksheets(3).Select
End Sub

練習▶41_季節商品予約表

41 シートを参照しよう
Excelでは、1つのブックに複数のワークシートを追加できます。VBAでワークシー
トを扱うには、目的のワークシートを参照する必要があります。ワークシートの場
所や名前を指定して、操作対象のワークシートを指定します。

•Worksheetsコレクション
•Worksheetオブジェクト
•Activateメソッド

1 ワークシートを参照する

特定のシートを参照する

解説

コレクション内の特定のオブジェクトを
取得するには、コレクションから単一の
オブジェクトを返すItemプロパティの
引数を指定して、オブジェクトを特定し
ます。ただし、Itemプロパティは省略で
きますので、「コレクション.Item（イン
デックス番号）」「コレクション.Item（名
前）」ではなく、「コレクション(インデッ
クス番号)」「コレクション（名前）」のよう
に指定します。

場所や名前を指定して 
シートを特定する

解説

ここでは、左から3つ目のワークシート
を選択します。特定のワークシートを参
照するには、Worksheetオブジェクトが
集まったWorksheetsコレクションを取
得し、その中の特定のワークシートを指
定します。Worksheetsコレクションを
取得するには、Worksheetsプロパティ
を利用します（156ページ参照）。

Sheets(3)
Sheets("Sheet3")

「Sheets("売上表")」の 
書き方もある

ヒント

特定のワークシートを参照する方法に
は、すべてのシートが集まったSheetsコ
レクションを取得して、その中のシート
を指定する方法もあります。Sheetsコレ
クションは、Workbookオブジェクトな
どのSheetsプロパティを利用して取得
できます。左から何番目のシート（イン
デックス番号）か、シート名を指定して
シートを参照できます。

マクロを実行すると、1

左から3つ目のシートを選択します。2

左から3枚目のシートを選択します。

実行例

Excelのシートには、表やグラフなどを作成するのに一般的に使用する「ワークシート」と、
グラフだけを大きく表示する「グラフシート」があります。VBAでは、ワークシートを
「Worksheetオブジェクト」、グラフシートを「Chartオブジェクト」と言います。
Worksheetオブジェクトが集まったものを「Worksheetsコレクション」、Chartオブジェ
クトが集まったものを「Chartsコレクション」、WorksheetオブジェクトとChartオブ
ジェクトの両方が集まったものを「Sheetsコレクション」と言います。

シートを表すオブジェクト

Worksheetsコレクション

Sheetsコレクション

Worksheetオブジェクト
指定例

Worksheets(1)
Worksheets("Sheet1")
Sheets(1)

Worksheetオブジェクト
指定例

Worksheets(3)
Worksheets("Sheet3")
Sheets(3)

Worksheetオブジェクト
指定例

Worksheets(2)
Worksheets("Sheet2")
Sheets(2)

Chartオブジェクト
指定例

Charts(1)
Charts("グラフ1")
Sheets(4)

Chartオブジェクト
指定例

Charts(2)
Charts("グラフ2")
Sheets(5)

Chartsコレクション
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ここで学ぶこと

Section

Sub ブックを開く画面を表示()
    With Application.FileDialog(msoFileDialogOpen)
        .InitialFileName = "C:¥Users¥USER01¥Documents¥"
        .FilterIndex = 2
        If .Show = -1 Then .Execute
    End With
End Sub

練習▶67_Book1

・FileDialog オブジェクト
・Showメソッド
・�ファイルや 

フォルダーの参照

67 ファイル操作の画面を 
表示しよう
Excelでは、ファイルを開くときは「ファイルを開く」ダイアログボックス、保存を
するときは「名前を付けて保存」ダイアログボックスを利用します。VBA でも、
FileDialogオブジェクトを利用して、ダイアログボックスを表示できます。

1 「ファイルを開く」ダイアログボックスを表示する

「ファイルを開く」ダイアログボックスが表示されます。1

「ファイルを開く」ダイアログボックスに
関する処理をまとめて書きます。

ファイルの保存先は、「C:¥Users¥USER01 
¥Documents¥」を表示します。

ダイアログボックスを表示し、［開く］がクリック
されたときは、ファイルを開きます。

ファイルの種類は、上から2つ目の項目
（すべてのExcelファイル）を選択します。

実行例

「ファイルを開く」ダイアログ
ボックスを表示する

解説

ApplicationオブジェクトのFileDialog
プロパティを利用してFileDialogオブ
ジェクトを取得します。FileDialogプロ
パティの引数で、表示するダイアログボ
ックスを指定します。ここでは、「ファイ
ルを開く」ダイアログボックスを表示し
ます。ファイルを指定して［開く］をクリ
ックすると、ファイルが開かれます。

Showメソッド

ヒント

FileDialogオブジェクトのShowメソッ
ドを使い、ダイアログボックスを表示し
ます。ダイアログボックスの表示後、ア
クション（［開く］や［保存］など）がクリ
ックされたときは「-1」が返り、［キャン
セル］がクリックされたときは「0」が返
り ま す。FileDialogオ ブ ジ ェ ク ト の
Excuteメソッドを使用すると、ファイル
を開く、ファイルを保存するといった操
作を実行します。

ヒント FileDialogオブジェクトのプロパティやメソッド

FileDialogオブジェクトを使用して表示するダイアログボックスは、次のようなプロパティを利用して指定します。な
お、単純にファイルを開くのではなく、ダイアログボックスで選択したファイル名を取得して、どのようにファイルを
処理するかを細かく指定するには、ApplicationオブジェクトのGetOpenFilenameメソッドを使用する方法がありま
す。GetOpenFilenameメソッドの引数については、ヘルプを参照してください。

オブジェクト.FileDialog(FileDialogType)

解　説 	FileDialogオブジェクトを使用して、「ファイルを開く」
ダイアログボックスを表示します。引数で、ダイアログ
ボックスの種類を指定します。

オブジェクト 	Applicationオブジェクトを指定します。

引　数 	

FileDialogプロパティ書式

InitialFileNameプロパティ
最初に表示する保存先を指定します。

FilterIndexプロパティ
ダイアログボックスを表示したときに最初
に選択されるフィルターを指定します。
Filtersプロパティ
フィルターの一覧を操作します。

SelectedItemsプロパティ
選択されたファイルを操作します。
AllowMultiSelectプロパティ
複数ファイルの選択を可能にするか指定します。
InitialViewプロパティ
ファイルやフォルダーの表示方法を指定します。

ButtonNameプロパティ
ファイルやフォルダーを選択したとき、こ
のボタンに表示する文字列を指定します。

Titleプロパティ
ダイアログボックスのタイトルの文字を指定します。
DialogTypeプロパティ
ダイアログボックスの種類を取得します。

FileDialogType ダイアログボックスの種類を指定します。設定値は、
以下の表のとおりです。

設定値 内容
msoFileDialog
FilePicker

「参照（ファイルの選択）」ダイ
アログボックス

msoFileDialog
FolderPicker

「参照（フォルダーの選択）」ダ
イアログボックス

msoFileDialog
Open

「ファイルを開く」ダイアログ
ボックス

msoFileDialog
SaveAs

「名前を付けて保存」ダイアログ
ボックス
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ここで学ぶこと

Section

練習▶76_資料請求申込リスト

1 テキストボックスを追加する

2 テキストボックスの名前を指定する

•テキストボックス
•�IMEMode 

プロパティ
•日本語入力モード

フォームで文字を入力できるようにするには、「テキストボックス」コントロール
を使います。テキストボックスに入力された内容をマクロの中で利用するときは、
コントロールの名前を使います。わかりやすい名前を設定しましょう。

76 文字を入力しよう 
（テキストボックス）

テキストボックスは、ユーザーに文字を入力してもらうコ
ントロールとして、よく利用されます。ここでは、「申込
者氏名」を入力するための「テキストボックス」コントロー
ルを作成します。

テキストボックス

「テキストボックス」
オブジェクト名：txt氏名
IMEMode：1-fmIMEModeOn

●テキストボックスのプロパティ／イベント

プロパティ 内容
オブジェクト名 コントロールの名前を指定
TextAlign 文字の配置を指定
Font フォントや文字サイズを指定
BackColor 背景の色を指定
ForeColor 文字の色を指定
IMEMode 日本語入力モードの状態を指定
Enabled 有効／無効を指定

Locked テキストボックスの内容を編集でき
るようにするかを指定

Visible 表示／非表示を指定
Value テキストボックスの内容を指定

イベント 内容
AfterUpDate データを変更したあと

Change
文字を入力したり削除したり
して変更したとき（一文字修
正するごとに発生する）

テキストボックスを配置する

解説

「テキストボックス」コントロールを配置
します。ツールボックスの［テキストボ
ックス］をクリックして追加します。

テキストボックスの名前を
指定する

解説

マクロでテキストボックスコントロール
を操作するときに使う名前を設定しま
す。コントロールにはあらかじめ名前が
付けられていますが、マクロの中でコン
トロールを操作するときはコントロール
の名前を指定するので、コントロールの
役割に合わせて名前を付けておくと、ど
のコントロールなのかわかりやすくなり
ます。

このボタンをクリックします。1

オブジェクト名（ここでは、「txt氏名」）を入力します。2

テキストボックスをクリックして選択します。1

�配置するテキストボック
スの左上あたりにマウス
ポインターを移動します。

2 

テキストボックスが表示されました。4

�ドラッグしてテキ
ストボックスの大
きさを決めます。

3

テキストボックスには、さまざまなプロパティやイベントがあります。たとえば、次のよう
なものがあります。
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ここで学ぶこと

Section

練習▶ファイルなし

2 マクロを実行する

マクロを作ってもらう

解説

Copilotを利用すれば、あっという間にマ
クロを作ってもらえます。作成したいマ
クロの内容を伝えましょう。ここでは、「フ
ァイルを選択するウィンドウを表示し、
選択したファイルを開いて、印刷プレビ
ュー表示に切り替える」というマクロを
作成します。なお、この章では、Windows 
11に付属しているCopilotを使用してい
ますが、Copilotには他にも種類がありま
す。たとえば、企業向けのMicrosoft 365
の サ ー ビ ス を 利 用 し て い て、 別 途

「Microsoft 365 Copilot」を利用する契
約をしている場合は、Excelのウィンドウ
内でCopilotを使用できます。「Microsoft 
365 Copilot」では、Excelで表示している
ファイルの内容を元にマクロを作成して
もらうことなどもできます。

コードを利用する

解説

Copilotの画面でコピーしたマクロを、
VBEのコードウィンドウに貼り付けて
利用してみましょう。

生成AI

重要用語

AIとは、人工知能（Artificial Intelligence） 
の略で、人間のような知的な行動をコン
ピューターに行わせる技術の総称です。
生成AIは、人間の言葉による質問や指示
に応答して、文書や音楽、画像、マクロ
などを自動的に生成してくれるソフトウ
ェア（サービス）で、プログラミングなど
の専門知識がなくても便利に使えるた
め、急速に普及しました。Copilotは、
Microsoft社 が 開 発 し た 生 成AIで、
WindowsなどのMicrosoft社のさまざ
まな製品に搭載されています。

生成AIを使うとき注意すること

注意

生成AIを利用するときには、次の点に注
意しましょう。

⿠�質問に対する答えは正しいとは限りま
せん。間違っている場合もあります。

⿠�生成AIは、入力された質問内容などを
AIの技術向上のために利用する場合
もあります。個人情報や重要な情報な
どは入力しないようにしましょう。

⿠�質問の答えは、過去に誰かが作成した
ものに似ている可能性があります。情
報源がわからない場合は、内容を自分
の言葉で書き換えるなどして著作権侵
害にならないようにしましょう。

⿠�生成されたものは、利用規約の範囲内
で利用しましょう。

［Copilot］をクリックします。1

58ページの方法で［標準モジュール］を
追加して、マクロを貼り付けます。

1 マクロ内をク
リックします。

2

�マクロの内容が表
示されます。

3

�ファイルを選択する
ウィンドウが表示さ
れます。

4

�ここをクリックする
と、マクロの内容
がコピーされます。

4

ファイルの保存先を
指定します。

5

マクロで作成したい内容を入力し、Enterを押します。2

［Sub/ユーザーフォームの実行］をクリックします。3

ファイルをクリックし
ます。

6

ファイルが開き、印刷プレ
ビューが表示されます。

8

［OK］をクリックしま
す。

7

［印刷プレビューを閉じる］を
クリックします。

9

改行する

ヒント

Copilotに、質問や要望を伝えるとき、入
力 の 途 中 で 改 行 す る に は、Shift＋
Enterを押します。伝えたい内容を、箇
条書きで整理して書くことができます。

会話を続ける感覚で、
追加したい機能や要望
などを入力できます。

1 Copilotにマクロを作ってもらう

Windowsの生成AI機能「Copilot」を利用すると、マクロの作成を手伝ってもらえ
ます。VBAの基本知識を身に付けたあとなら、Copilotをとても便利に活用できる
でしょう。Copilotが優秀なアシスタントとして応えてくれます。

マクロのひな型を 
作ってもらおう

•生成AI
•Windows
•Copilot
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